
(1)　平成23年９月27日　発行

広報広報 秋号秋号きずなきずな
★編集発行／芦北町社会福祉協議会　熊本県芦北郡芦北町大字湯浦1439－1(きずなの里内)　☎0966－86－0294

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。こ

2011　　Autumn

　皆さまの善意でいただいた赤い羽根共同募金は、ボランティアの育成や子ど
もたちの健全育成、高齢者福祉活動など幅広い活動に使われています。

（関連記事２面）

じぶんの町をよくするしくみじぶんの町をよくするしくみ

○誓いの集会

○赤い羽根共同募金ご協力のお願い

○子どもふれあい教室

○広がる地域の輪！

○東日本大震災被災地派遣報告

○もやいまつりのお知らせ

○一人だけの金婚式募集　　　など

～秋号　主な内容～

福祉体験学習 子どもふれあい教室　～リグラスアート～

子どもふれあい教室　～芦北よかとこ発見～ 介護者のつどい
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〜
誓
い
を
新
た
に
〜

　

平
成
23
年
７
月
28
日
㈭
８
時

15
分
か
ら
役
職
員
約
30
名
が
出

席
し
、
き
ず
な
の
里
誓
い
の
集

会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

８
年
前
の
７
月
28
日
、
夏
休

み
限
定
保
育
「
寺
子
屋
」
の
活

動
中
一
人
の
少
年(

当
時
６
歳)
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
集

会
で
は
、
献
花
、
黙
と
う
、
会

長
訓
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

役
職
員
一
同
、
今
後
こ
の
よ

う
な
悲
し
い
出
来
事
を
二
度
と

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
危
機

管
理
の
徹
底
と
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
慰
霊
碑
を
前
に
強

く
誓
い
ま
し
た
。

　

芦
北
町
に
お
い
て
も
区
長
さ

ん
を
通
じ
封
筒
募
金
と
い
う
形

で
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

戸
別
募
金
の
ほ
か
に
職
域
募

金
、
個
人
及
び
募
金
箱
設
置
に

よ
る
募
金
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

共
同
募
金
は
地
域
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
災
害
時
の
支
援

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
皆
様
の
温
か
い
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
１
日
㈭
に
介
護
者
の
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
に

出
水
市
の
山
門
ぶ
ど
う
園
と
鶴

の
里
に
て
介
護
者
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
日
頃
介

護
す
る
中
で
感
じ
た
こ
と
な
ど

活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
方
々
は
ぶ
ど
う
狩

り
や
美
味
し
い
昼
食
、
温
泉
で

つ
か
の
間
の
休
息
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。

　

９
月
８
日
㈭
に
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
金
婚
式
が
あ

り
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
も
結
婚
50
年
目
の
お
祝
い

と
し
て
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。
出
席
者
の
皆
さ
ん
、

と
て
も
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
50

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

夏
休
み
期
間
中
、
芦
北
町
内
の
小
・
中
・
高

校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
気
軽
に
楽
し
く

参
加
で
き
る
体
験
の
場
を
つ
く
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
福
祉
体
験
学
習
を
町
内
の
福
祉
施

設
や
保
育
所
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
施
設
の
職
員
さ
ん
や
保
育
士
さ
ん
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
指
導
を
受
け
て

い
た
子
ど
も
た
ち
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
笑

顔
で
利
用
者
の
皆
さ
ま
や
園
児
た
ち
と
接
す
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
こ
の
夏
休
み
の
貴

重
な
体
験
が
今
後
の
成
長
の
糧
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

き
ず
な
の
里

誓
い
の
集
会

福
祉
体
験
学
習

〜
町
内
施
設
で
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍
〜

始
ま
り
ま
す

赤
い
羽
根
共
同
募
金

介
護
者
の
つ
ど
い

昨年度の地域配分金4,840,289円の使途は次のとおりです｡

母子父子福祉活動
488,000円

老人福祉活動
1,374,100円

福祉育成援助活動
2,046,389円

障害児者福祉活動
130,000円

ボランティア活動育成
613,600円

児童青少年育成活動
188,200円

金
婚
式
表
彰 

〜
50
年
の
あ
ゆ
み
〜
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　７月２８日㈭に芦北の「よかとこ」を発見、体験してもらうことを目的に小田浦地区の方の協力を得て
松ヶ崎にて子どもふれあい教室を実施しました。
　この教室では町内の小学生が１９名参加し、小田浦地区の方の指導のもと小田浦にて魚釣り体験、調理実
習、魚拓づくりを行いました。みんなで協力しながら、仲良く、楽しく体験を終えることができました。
　この事業をとおして、子どもたちにとっては夏休みのいい思い出となりました。

　７月２２日㈮に計石公民館にて計石保育園の園児(１４名)と縁がわサロンの皆さん(３０名)が、８月３日
㈬にきずなの里デイルームにて湯浦保育所の園児(２８名)とデイサービスの利用者様(２１名)が世代間交流
を目的にリ・グラスアートを実施しました。
　リ・グラスアートでは子どもたちが高齢者のお手伝いをしたり、逆に参加者の方たちが子どもたちのお手
伝いをしたりと大変微笑ましい光景が見られました。

〔計石保育園・計石縁がわサロン〕

〔湯浦保育所・きずなの里デイサービス〕

～芦北よかとこ発見＆リグラスアート～

子どもふれあい教室
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　７月１４日㈭～２０日㈬に夏祭りを、８月２５日㈭～３１日
㈬には鹿児島県出水市にある山門ぶどう園でぶどう狩りをきず
なの里・八幡荘合同で実施しました。
　夏祭りでは夏の定番、かき氷を美味しそうにほおばり、ス
タッフの出し物に大笑いされ、ヨーヨーつりやゲームを楽しま
れました。また、初めてお会いする方や顔見知りの方、それぞ
れ楽しく談笑され、夏祭りを満喫されました。
　ぶどう狩りでは天候にも恵まれ、利用者の方々はボランティ
アの方々と一緒にぶどうをちぎったり、試食のぶどうを食べ、
「うまかなぁ」と満面の笑みで旬の味を堪能されていました。
ご利用者の中には、ご親戚の喜ぶ顔を想像されながら、ぶどう
を送られる方もおられました。当日、ボランティアでご協力い
ただいた皆さま、ありがとうございました。

　８月２２日㈪に学童保育の活動として保健センター栄養士若
宮さんの指導のもと、初めておやつ作りを行いました。最初は
バランスの良い食事などについての勉強を行った後、「ミルク
もち」作りを行い、材料を測ったり、混ぜたり、子どもたちは
とても楽しそうに作業していました。出来上がったおやつを試
食した子どもたちからは、「おいしい！家でも作ろう！」との
感想が聞かれました。

　７月１３日㈬に吉尾上原地区にて、戦後途絶えていた七夕飾
りが６０年ぶりに復活しました。
　参加者自ら、わらを打ち、ぞうり、足なか、馬のくつ、牛の
くつ、わらぼうきなど、記憶を呼び起こしながら、３ヵ月かけ
て作り上げました。
　飾りつけは、地区の方々の応援もあり、お堂の前から長さ
１０ｍに渡る七夕が完成し、長期にわたる製作期間と６０年ぶ
りの伝統の復活に全員の歓声が上がりました。

きずなの里・八幡荘デイサービスセンター
～合同！夏祭り！ぶどう狩り！～

学童保育でおやつ作り体験

たっしゃか会　～６０年ぶりの七夕祭り～

　今年の冬、第２期養成講座の開催を予定しています。芦北町の福祉に携わり、これを機に介護予防の知
識を身につけ、地域との交流を深めるチャンスとしていただければと思います。

（講座の詳細につきましては、今後チラシ等でお知らせする予定です。）

＊新規開催地区＊
芦北地区が９月よりたっしゃか会をスタートしました。

第２期介護予防サポーター養成講座開催のお知らせ
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介護有資格者等登録事業とは・・・
　水俣・芦北地域における、福祉関係者（福祉事業所、福祉有資格者）の情報を登録・提供することで、
福祉分野の就労の促進を図るものです。

【事業イメージ図】

【問い合わせ先】水俣市社会福祉協議会
ＴＥＬ：０９６６－６３－２０４７　　ＦＡＸ：０９６６－６３－３５７０
E-mail：info@minamata-shakyo.jp

【事業担当課】熊本県企画振興部地域・文化振興局地域振興課

 登録を希望される方は、下記までご連絡ください｡ 

　熊本県では障がいのある方への理解を深め、その社会参加を促進するため「くまもとハートウィーク」を

開催します。このイベントを利用促進を進めるため、出展作品を募集します。

応募資格：県内在住の障害のある方。

募集作品：工芸品､手芸品､書､俳句(詩､絵手紙)、写真、絵画。出展者により近年中に創作されたもの。

（未発表で１人１点のみ）

応募期限：平成２３年１０月２８日㈮までに、「出展申込書」を提出してください。

展示期間：平成２３年１１月２９日㈫～１２月４日㈰

展示場所：県立美術館分館

※搬入は平成２３年１１月２８日㈪に県立美術館分館に直接搬入となります。

※作品についてのコメント、制作中の写真を添付してください。（作品と一緒に展示します。）

出展申込書提出先(お問い合わせ)

〒860－0842　熊本市南千反畑町3－7県総合福祉センター内

熊本県身体障害者福祉団体連合会　TEL：096－354－7371　FAX：096－354－4136

「県内障がい者芸術展」出展作品募集

福祉関係の資格を活用しませんか？

きずなの里掲示板

こんな方にお勧めです!!

この時間帯なら
働ける!!

事業所の詳細な
情報が知りたい!!

携帯で求人情報を
ゲットしたい!!

【事業所】
事業所情報、求人情報の登録

【介護有資格者等】
求職情報の登録

【情報提供】
社協窓口での情報提供

メール配信

登
　
録

更
　
新
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　今回、取材した塩浸地区では毎年七夕祭りを実施する中で、
地域住民の暮らしに役立つ講話などを取り入れられています。

　８月７日㈰に塩浸の七夕祭りで予防推進課の職員が講話とレクリエーションを行いました。講
話では介護予防について体のことや転倒に関するクイズを交えながら進められ、参加者の皆さん
は真剣に耳を傾けておられました。
　レクリエーションでは集中力とチームワーク、頭を使ったゲームを行いました。皆さん、笑顔
で声をかけ合いながらゲームに取り組んでおられました。
　小さな子どもから高齢者まで和やかな雰囲気で七夕祭りを楽しんでおられました。

広がる地域の輪！

地域福祉推進講座　災害図上訓練　ＤＩＧ
　現在、各地区で随時開催しておりますDIGは災害をテーマに皆さんで地図を囲み、地域の情報を地図に
おとしながら地域の抱える課題について話し合い、情報を共有化することを目的に開催しています。

６～８月実施地区
上井牟田地区　　城迫地区
黒岩地区　　　　高岡南地区
花西地区　　　　丸山地区
長沢地区 長沢地区 黒岩地区
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東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
支
援
の
た
め
、
７
月
15
日
か
ら
22
日
ま
で
の
８

日
間
、
福
島
県
い
わ
き
市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
運
営
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
総
合
受
付
を
担

当
し
、
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
』
、
『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
た
い
』
と
い
う
様
々
な
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
し
た
。
依
頼
内
容
は
、
主
に
が
れ
き
の
撤
去
や

家
屋
内
の
砂
出
し
、
側
溝
に
詰
ま
っ
た
土
砂
の
撤
去
等
で

し
た
。

　

震
災
か
ら
４
ヶ
月
が
経
過
し
た
現
在
も
沿
岸
部
で
は
道

路
も
寸
断
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間

を
要
す
る
と
感
じ
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に

は
、
自
身
も
被
災
さ
れ
求
職
活
動
を
行
い
な
が
ら
活
動
さ

れ
て
い
る
方
や
「
地
域
の
イ
ベ
ン
ト(

夏
祭
り
等)

が
開
催

で
き
る
よ
う
に
早
く
復
興
し
た
い
。
」
と
い
う
想
い
か
ら

活
動
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
様
々
で
、
〝
復
興
〞
に
向
け
た

一
人
ひ
と
り
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

長
く
て
短
い
一
週
間
で
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。 

(

地
域
福
祉
課　

太
田
勝
幸)

香
典
返
し
及
び
一
般
寄
付

香
典
返
し
及
び
一
般
寄
付

【
香
典
返
し
】

６
月
分

・
高
尾　

都
子　

宮
崎　
　
　

（
故
高
尾　

直　

）
・
中
嶋
マ
ミ
子　

白
岩　
　

（
故
中
嶋　

保
和
）

・
田
中
サ
ダ
子　

国
見　
　
　

（
故
田
中　

ソ
エ
）
・
一
村　

貴
寿　

市
野
瀬　

（
故
一
村　

政
道
）

・
岩
生
キ
ク
ノ　

新
町　
　
　

（
故
岩
生　

次
義
）
・
松
本　

宮
子　

乙
千
屋　

（
故
松
本　

文
雄
）

・
森　

フ
サ
エ　

計
石
東　
　

（
故
森　

輝
代
司
）
・
城
下
カ
ズ
エ　

大
岩
２　

（
故
城
下　

武
男
）

・
野
村
健
一
郎　

小
田
浦
４　

（
故
野
村　

レ
イ
）
・
本
村
フ
サ
ヱ　

海
路
高
田
辺
（
故
本
村　

德
助
）

・
山
崎　

令
子　

田
浦
町
４　

（
故
山
崎　
　

繁
）
・
阪
田　

文
子　

田
浦
町
２
（
故
阪
田　

寿
一
）

・
谷
口　

敦
子　

田
浦
３　
　

（
故
亀
﨑
千
鶴
子
）
・
下
田　

圭
子　

田
浦
３　

（
故
下
田　

保
弘
）

・
益
田　

富
彦　

田
浦
３　
　

（
故
益
田　

耕
男
）

７
月
分

・
宮
本　

則
男　

花
岡
西　
　

（
故
宮
本　

幸
子
）
・
阪
口　

代
洋　

白
岩　
　

（
故
阪
口
ウ
メ
ノ
）

・
丸
山　
　

隆　

大
川
内
南　

（
故
丸
山
ミ
エ
子
）
・
元
村　

美
則　

桑
原　
　

（
故
元
村
ふ
み
よ
）

・
山
口　

純
志　

丸
山　
　
　

（
故
山
口
由
紀
子
）
・
宮
嶋　
　

篤　

道
川
内
東
（
故
宮
嶋
ハ
ツ
メ
）

・
古
田　

勝
廣　

古
石　
　
　

（
故
古
田　

祐
良
）
・
大
石　

正
雄　

計
石
東　

（
故
大
石　

カ
ツ
）

・
松
本　
　

緑　

市
居
原　
　

（
故
松
本　

コ
ト
）
・
永
江　

民
也　

大
川
内
南
（
故
永
江
サ
キ
エ
）

・
金
口　

キ
ヌ　

栫　
　
　
　

（
故
金
口　

勝
人
）
・
大
丸
ヨ
シ
エ　

田
浦
町
１
（
故
大
丸　

清
一
）

・
溝
下
さ
ゆ
り　

田
浦
３　
　

（
故
溝
下　

末
義
）
・
福
岡　

秀
夫　

田
浦
町
３
（
故
福
岡
サ
ナ
エ
）

・
溝
口　

陵
子　

井
牟
田
２　

（
故
溝
口　

ト
ミ
）
・
小
山　

民
枝　

田
浦
４　

（
故
小
山　

正
年
）

８
月
分

・
上
田　

幸
秀　

新
町　
　
　

（
故
上
田　

玲
子
）
・
田
中　

信
子　

大
川
内
西
（
故
田
中　
　

豊
）

・
坂
下
ユ
キ
ノ　

上
原　
　
　

（
故
坂
下　
　

勉
）
・
光
永　

庸
夫　

計
石
西　

（
故
光
永
キ
ミ
エ
）

・
鬼
塚　

祐
子　

丸
山　
　
　

（
故
鬼
塚　

壽
盛
）
・
一
村　

正
明　

長
野
県　

（
故
一
村
ア
ヤ
子
）

・
牧
野
由
美
子　

湯
南　
　
　

（
故
牧
野　

正
年
）
・
平
山
ア
ツ
子　

大
川
内
南
（
故
平
山　

義
廣
）

・
村
上　

鉄
男　

宮
崎　
　
　

（
故
村
上
ハ
ル
ミ
）
・
板
﨑
マ
ス
子　

海
浦
１　

（
故
板
﨑　

義
行
）

・
佐
々
木
祐
子　

小
田
浦
２　

（
故
瀬
戸
口
サ
キ
）
・
岩
城　

一
彦　

小
田
浦
２
（
故
岩
城
ヤ
エ
子
）

・
井
川　

裕
二　

米
田　
　
　

（
故
井
川
キ
ミ
エ
）
・
主
地
本
善
一　

田
浦
町
４
（
故
主
地
本
ミ
エ
）

・
福
田　
　

博　

田
浦
３　
　

（
故
福
田　

ク
ニ
）
・
村
田　

栄
光　

田
浦
１　

（
故
村
田　

菊
雄
）

・
平
道　

忠
昭　

西
告　
　
　

（
故
平
道
き
み
え
）
・
吉
野　

利
幸　

田
浦
町
３
（
故
吉
野
ツ
ギ
モ
）

本
協
議
会
に
ご
芳
志
賜
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
６
月
１
日
〜
８
月
末
受
付
分
）

東日本大震災 災害救援ボランティアセンター支援
職員派遣報告（福島県いわき市）



広 報 き ず な　(8)

　町内の福祉施設・団体等が一同に会し、それぞれの体力に応じたスポーツやレクリエーションを楽しみ
ながら、健康の増進及び町民の融和を図ることを目的に「芦北町福祉スポーツ大会」を開催します。

芦北町福祉スポーツ大会芦北町福祉スポーツ大会

日時：平成23年10月26日(水)
10:00(開会)　14:30(大会終了)

場所：しろやまスカイドーム
※保育園児の出演も予定されています。

平成２３年１１月１３日（日）開催決定!!平成２３年１１月１３日（日）開催決定!!
もやいまつりもやいまつり

　芦北町社会福祉協議会では、結婚後５０年を夫婦揃って迎えることができなかった方を表彰し、これまでの
労をねぎらい、高齢者福祉の推進を図ることを目的に一人だけの金婚式を実施します。下記の要件を満たす方
は芦北町社会福祉協議会まで連絡をお願いいたします。

【要件】①昭和３６年１月１日から１２月３１日の間に婚姻の事実が認められる方で現在配偶者が
おられない方。
②死別、生別は問いません。
③再婚者の場合は再婚した日を基準とし、①に該当する方。
④町内に１年以上在住されている方。

【締切】平成２３年１０月１３日（木）
【お問い合わせ先】芦北町社会福祉協議会　地域福祉課　TEL:８６－０２９４

一人だけの金婚式一人だけの金婚式

詳細については

近日発表!!
詳細については

近日発表!!

バザー・ステージ・一人だけの金婚式・

災害ボランティア報告会・子ども広場・

肥料の無料配布

バザー・ステージ・一人だけの金婚式・

災害ボランティア報告会・子ども広場・

肥料の無料配布

募集 !!


